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県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
五
月
三
十
日
、
神
戸
市
・

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
神
戸
に
お
い
て
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。

　

通
常
総
会
に
お
い
て
三
期
九
年
を
つ
と
め
た
土
谷
正

男
会
長
が
退
任
。
木
南
岩
男
氏
を
第
四
代
県
連
会
長
に

選
出
し
た
。

　

ま
た
、
通
常
総
会
の
席
上
で
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事

か
ら
土
谷
正
男
会
長
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

た
。 平

成
十
九
年
度
通
常
総
会
を
開
催

県
商
工
会
連
合
会

■県連合会Letter ２～４頁
　・第46回通常総会　　　　　　　　・主な行事予定
　・県女性部連合会通常総会
　・近畿で統一推進キャンペーン実施
　・地域活性化について情報交換　　・新商工会長紹介

■商工会Letter ５～６頁
　・水田アートに挑戦「田んぼ絵丹波竜」（山南町）
　・はばタン壁掛けを手に町長を表敬訪問（佐用町）
　・こども見守り隊が活躍（大河内町）
　・第8回きのさき温泉YOSAKOIまつり（城崎町）
　・「武蔵とお通の杵つき餅」発売（佐用町）
　・2006年度決算（案）報告より（ジブラルタ生命保険㈱）

▲祝辞を述べる井戸県知事（円内は木南新会長）

昭和33年３月10日
第３種郵便物認可〔 〕 第　599　号 兵庫県商工連会報 平成19年６月20日
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冒
頭
、
開
会
挨
拶
に
立
っ
た
土
谷

会
長
は
「
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境

は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
が
、
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
み
、

と
も
に
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

総
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の

と
お
り
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
承
認
し
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
木
南
岩

男
会
長
（
た
つ
の
市
商
工
会
）
等
新

役
員
を
選
出
し
た
。
な
お
、
全
国
連

の
役
員
任
期
に
合
わ
せ
る
た
め
、
今

回
選
任
さ
れ
た
役
員
の
任
期
に
限
り

二
年
と
し
た
。

①
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

②
兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
の
常
設
委

員
会
に
つ
い
て

③
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

④
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

⑤
平
成
十
八
年
度
特
別
会
計
収
支
決

算
承
認
に
つ
い
て

⑥
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に

つ
い
て

　

各
議
案
の
審
議
終
了
後
、
新
役
員

を
代
表
し
て
木
南
新
会
長
が
「
都
市

と
地
方
、
大
企
業
と
中
小
零
細
企
業

な
ど
に
格
差
が
出
て
い
る
が
、
地
域

活
性
化
の
た
め
に
が
ん
ば
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
は
多
数
の
来
賓
が

出
席
し
、
井
戸
県
知
事
か
ら
は
「
県

立
大
学
経
営
学
部
と
の
事
業
連
携
協

定
を
締
結
す
る
な
ど
新
た
な
動
き
や

相
談
窓
口
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
取
っ
て

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
欲
し

い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
祝
辞
が
あ
り
、

県
商
工
会
連
合
会
会
長
を
三
期
九
年

①
生
年
月
日

　

昭
和
五
年
一
月
一
日
生
ま
れ

②
事
業
所
名
並
び
に
役
職

　

㈱
新
宮
運
送 

代
表
取
締
役
会
長

③
商
工
会
等
で
の
前
職

　

兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長

　

新
宮
町
商
工
会
会
長

④
主
な
公
職

　

た
つ
の
市
防
火
協
会
副
会
長

　

倫
理
法
人
会
西
播
磨
法
人
会
会
長

⑤
趣
味

　

ゴ
ル
フ
、
海
外
旅
行

新
会
長
に
木
南
岩
男
氏（
た
つ
の
市
商
工
会
）

第
四
十
六
回
通
常
総
会

・
と　

き　

平
成
十
九
年
五
月
三
十
日

・
と
こ
ろ　

神
戸
市
・
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
神
戸

主な行事予定

8
月
の
こ
よ
み

６
日
㊎ 

業
務
別
研
修
会

（
パ
レ
ス
神
戸
）

29
日
㊌
〜
30
日
㊍

 

新
任
商
工
会
長
研
修
会

 

（
淡
路
市
・
津
名
ハ
イ
ツ
）

木南  岩男氏
きみなみ   いわお

兵庫県商工会連合会    役員名簿

（平成19年5月30日改選）

木南　岩男（新任）
小田　脩造（留任）
壺坂　正昭（留任）
大西　健一（留任）
志智　宣夫（留任）
大橋　直人（新任）
畑　　一弥（新任）
澤田　　功（留任）
香山　　繁（留任）
辻口　悦司（留任）
藤井　悦治（留任）
山口　勝英（留任）
藤原富三郎（新任）
春名　和光（新任）
今後　敏一（留任）
池田　勅則（留任）
北川啓治郎（新任）
山本　道雄（新任）
森本　匡俊（新任）
行　　幸子（留任）
大西　壯司（新任）
門田　善二（新任）
出口　弘義（新任）

た つ の 市　商工会
芦　屋　市　　〃
夢　前　町　　〃
中　　　町　　〃
南あわじ市　　〃
出　石　町　　〃
篠　山　市　　〃
員   外 
宍　粟　市　商工会
猪 名 川 町　　〃
加　東　市　　〃
播　磨　町　　〃
大 河 内 町　　〃
南　光　町　　〃
香　美　町　　〃
養　父　市　　〃
柏　原　町　　〃
五　色　町　　〃
県　青　連　会　長 
県 女 性 連 会 長 
稲　美　町　商工会
太　子　町　　〃
城　崎　町　　〃

会　　長

副 会 長

専務理事

理      事

監　  　事

氏　名 所属商工会役職名

▲井戸県知事から感謝状を贈られる土谷会長

つ
と
め
た
土
谷
会
長
に
対
し
、
井
戸

知
事
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
た
。
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行
会
長
を
再
任

 
県
女
性
部
連
合
会

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
情
報
交
換

 

商
工
会
部
会
運
営
委
員
会

近
畿
で
統
一
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

 

商
工
貯
蓄
共
済
事
業
運
営
委
員
会

　

県
商
工
会
女

性
部
連
合
会

（
行
幸
子
会
長
）

は
、
去
る
五
月

八
日
、
舞
子
ビ

ラ
神
戸
（
神
戸

市
）に
お
い
て
、

第
四
十
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

来
賓
と
し
て
兵
庫
県
知
事
・
井
戸
敏

三
氏
を
は
じ
め
、
多
数
の
来
賓
を
迎

え
、
五
議
案
を
審
議
。
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
第
一
回

幹
部
講
習
会
を
開
催
。
県
下
七
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
、「
女
性
部
活

動
に
参
加
し
て
」「
女
性
部
活
動
と

地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
主
張
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

今
回
、
加
東
市
商
工
会
女
性
部
の

山
下
洋
子
氏
（
旧
東
条
町
）
が
、
地

場
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
雛
人
形
」

を
中
心
に
、
自
ら
が
体
験
実
施
し
た

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
県
議
会
自

由
民
主
党
商
工
議
員
連
盟
商
工
会
部

会
運
営
委
員
と
の
情
報
交
換
会
を
五

月
十
七
日
に
県
商
工
会
館
で
実
施
し

た
。

　

当
日
は
、
石
川
県
議
会
議
員
の
挨

拶
の
後
、
県
議
会
か
ら
の
出
席
者
紹

介
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
県
商
工

会
連
合
会
の
澤
田
専
務
理
事
が
総
括

的
な
説
明
を
行
い
、
事
務
局
担
当
者

か
ら
次
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に

説
明
し
た
。

①
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
中
間

報
告

②
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
中

間
報
告

③
常
設
委
員
会
の
再
編

　

説
明
終
了
後
、
商
工
会
地
域
活
性

化
に
果
た
す
商
工
会
の
役
割
等
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

▲来賓挨拶を述べる井戸県知事

▲

最
優
秀
賞
に
輝
い
た

　

山
下
洋
子
氏

事
業
を
題
材
に
発
表
し
た
『
発
信
！

お
雛
さ
ま
が
生
ま
れ
る
町
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
』
が
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

同
氏
は
九
月
十
八
日
に
淡
路
市
で
開

催
さ
れ
る
近
畿
大
会
に
県
代
表
と
し

て
出
場
す
る
。

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
五
月
十

四
日
に
県
商
工
会
館
で
、
第
一
回
商

工
貯
蓄
共
済
事
業
運
営
委
員
会
を
開

催
し
た
。
当
日
、
協
議
さ
れ
た
議
案

は
次
の
と
お
り
。

①
平
成
十
九
年
度
預
託
金
残
高
の
見

直
し

　

平
成
十
九
年
三
月
末
現
在
の
債
務

保
証
残
高
を
基
に
預
託
金
を
見
直
し

た
。

②
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施

　

商
工
貯
蓄
共
済
の
口
数
増
加
を
目

的
に
、
近
畿
七
府
県
連
が
共
同
で
統

一
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す

る
。
推
進
期
間
は
九
月
一
日
〜
十
一

月
三
十
日
。
推
進
期
間
中
に
新
規
掛

金
一
万
円
以
上
の
貯
蓄
共
済
加
入
者

（
満
期
更
新
を
含
む
）
に
、
近
畿
府

県
連
の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。

③
平
成
十
九
年
度
共
済
推
進
運
動
の

実
施

　

本
年
度
の
共
済
推
進
運
動
は
、
貯

蓄
共
済
が
９
，
５
７
５
口
、
安
全
共

済
が
７
３
６
口
に
設
定
し
た
。

兵庫県信用保証協会 
神戸市中央区浪花町62番地の１ 

　078(393)3900（代表） 

さらにアップ 
「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫
ＡＴＭでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
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◆

新
会
長
紹
介
◆

①
昭
和
十
八
年
一
月
一
日

②
㈱
オ
ー･

エ
ム･

ジ
ー 

代
表
取
締
役

③
副
会
長

④
な
し

⑤
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー

　

県
下
五
十
一
商
工
会
に
お
い
て
平
成
十
九
年
度
通
常
総

（
代
）
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
十
一
名
の
方
が
新
し
く
商
工

会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
青
連
の
森
本
新
会

長
も
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
合
併
商
工
会
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
就
任
さ
れ

た
商
工
会
長
の
み
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①生年月日
②事業所名並びに役職名
③商工会での前職
④主な公職　　　⑤趣味

吉
川
町
商
工
会

①
昭
和
十
一
年
二
月
八
日

②
㈱
村
上
水
道
設
備 

代
表
取
締
役
会
長

③
理
事

④
上
郡
町
観
光
協
会
会
長

⑤
旅
行

上
郡
町
商
工
会

①
昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
三
日

②
㈱
桂
野
工
務
店 
代
表
取
締
役

③
会
計
理
事

④
山
東
町
観
光
協
会
副
会
長

　

㈳
和
田
山
納
税
協
会
理
事

⑤
旅
行
、
ゴ
ル
フ

①
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
五
日

②
㈱
松
本
組 

代
表
取
締
役
社
長

③
副
会
長

④
あ
さ
ご
交
流
協
会
会
長

　
朝
来
市
警
察
署
地
域
ふ
れ
あ
い
の
会
会
長

⑤
ゴ
ル
フ

山
東
町
商
工
会

桂野　廣司氏
かつらの ひろ し

①
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
五
日

②
㈱
北
川
呉
服
店 

代
表
取
締
役
社
長

③
副
会
長

④
柏
原
町
長　

柏
原
町
消
防
団
長

⑤
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
園
芸
、
家
庭
菜
園

柏
原
町
商
工
会

①
昭
和
十
六
年
二
月
十
日

②
垣
本
建
設
工
業
㈱
代
表
取
締
役

③
副
会
長

④
な
し

⑤
ゴ
ル
フ

氷
上
町
商
工
会

①
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
一
日

②
村
上
養
鶏
場 

代
表

③
副
会
長

④
丹
波
地
域
農
地
水
環
境
保
全
協
会
役
員

⑤
ゴ
ル
フ

春
日
町
商
工
会

朝
来
町
商
工
会

貯めて、使える。

村上　康充氏
むらかみ やす みつ

松本　早正氏
まつもと はや まさ

村上　重之氏
むらかみ しげ ゆき

奥川　正之氏
おくがわ まさ ゆき

垣本　健氏
かきもと 　たけし

北川　啓治郎氏
きたがわ けい じ ろう

①
昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

②
㈱
大
地
農
園 

代
表
取
締
役

③
副
会
長

④
な
し

⑤
ゴ
ル
フ
、
山
歩
き

山
南
町
商
工
会

①
昭
和
二
十
一
年
四
月
五
日

②
市
島
ラ
イ
フ
企
画
㈱
代
表
取
締
役

③
副
会
長

④
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式
野
球
連
盟
代
表
理
事

　
丹
波
市
体
育
協
会
会
長

⑤
読
書
、
旅
行

市
島
町
商
工
会

①
昭
和
三
十
年
七
月
十
日

②
合
三
國
屋
呉
服
店 

代
表
社
員

③
副
会
長

④
㈱
ま
ち
づ
く
り
篠
山 

取
締
役

　

㈲
ク
リ
エ
イ
ト
さ
さ
や
ま 

取
締
役

⑤
読
書
、
ド
ラ
イ
ブ

篠
山
市
商
工
会

畑　一弥氏
はた かず や

坂谷　高義氏
さかたに たか よし

大地　但氏
おお ち ただし

①
昭
和
八
年
八
月
二
十
八
日

②
ミ
ツ
精
機
㈱ 

取
締
役
相
談
役

③
な
し

④
兵
庫
県
工
業
技
術
振
興
協
議
会
会
長

　

㈳
淡
路
納
税
協
会
会
長

⑤
旅
行

※

本
年
四
月
一
日
商
工
会
創
立
時
よ
り

淡
路
市
商
工
会

県
青
連
新
会
長

森本　匡俊氏
（加東市）

もりもと まさ とし

三津　啓祐氏
み つ けいすけ
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山
南
町
商
工
会
（
大
地
但
会
長
）

等
が
主
宰
す
る
『
丹
波
竜
夢
見
隊
』

で
は
、
五
月
二
十
七
日
、
秋
の
稲
穂

で
「
丹
波
竜
」
の
田
ん
ぼ
絵
を
描
く

こ
と
を
狙
っ
た「
田
ん
ぼ
絵
丹
波
竜
」

の
田
植
え
ま
つ
り
を
恐
竜
化
石
発
見

現
場
近
く
の
圃
場
で
開
催
し
た
。

　

山
南
町
で
は
、
昨
年
八
月
に
日
本

初
の
一
体
分
と
言
わ
れ
る
恐
竜
化
石

（
丹
波
竜
）
が
発
見
さ
れ
た
。
商
工

会
で
は
、
こ
の
丹
波
竜
を
町
内
外
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
を
図

り
た
い
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

当
日
は
、
公
募
し
た
小
学
生
を
含

む
約
60
人
が
参
加
。
古
代
米
を
使
っ

て
丹
波
竜
の
胴
体
部
分
に
ピ
ン
ク
、

輪
郭
部
分
に
黒
、
文
字
部
分
に
赤
の

穂
が
出
る
よ
う
に
し
、
周
辺
に
は
も

ち
米
を
植
え
た
。
秋
に
は
、
10
ア
ー

ル
の
水
田
に
体
長
20
メ
ー
ト
ル
の
丹

波
竜
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
予
定
。

　

ま
た
、
秋
の
収
穫
期
に
は
、
読
売

テ
レ
ビ
か
ら
譲
り
受
け
た
長
さ
20

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
3.5
メ
ー
ト
ル
の
恐

竜
パ
ネ
ル
を
屋
外
に
展
示
し
、
収
穫

祭
や
餅
つ
き
大
会
な
ど
も
計
画
し
て

い
る
。

　

大
河
内
町
商
工
会
青

年
部
（
藤
原
晃
一
郎
部

長
）
で
は
、
児
童
を
犯

罪
か
ら
守
ろ
う
と
「
こ

ど
も
見
守
り
隊
」
を
発

足
さ
せ
、
小
学
校
の
児

童
た
ち
が
下
校
す
る
通

学
路
や
そ
の
周
辺
を
巡

回
し
て
い
る
。

　

商
工
会
青
年
部
は
全

国
組
織
化
四
十
周
年
を

迎
え
る
の
を
機
会
に
、

社
会
貢
献
の
一
貫
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
が
、

月
二
回
、
四
班
に
分
か

れ
て
旧
大
河
内
町
内
の

四
小
学
校
で
主
に
低
学
年
児
童
の
下

校
を
見
守
っ
て
い
る
。

　

藤
原
部
長
は
「
青
年
部
の
結
束
力

を
生
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域

の
安
全
を
守
る
た
め
で
き
る
限
り
の

協
力
を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。▲庵逧佐用町長を囲んで

　

佐
用
町
商
工
会
女
性
部
（
坂
本
ひ

と
み
部
長
）
で
は
、
昨
年
秋
の
「
の

じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
で
宣
伝
用
に
活

用
さ
れ
た
の
ぼ
り
五
十
枚
を
譲
り
受

け
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
風
の
壁
掛
け
に

仕
立
て
直
し
た
。

　

国
体
で
は
成
年
女
子
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
が
あ
り
、
町
内
各
所

に
マ
ス
コ
ッ
ト
の
「
は
ば
タ
ン
」
の

絵
が
入
っ
た
の
ぼ
り
が
掲
げ
ら
れ
た
。

「
は
ば
タ
ン
に
佐
用
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て

も
ら
お
う
」
と
、
大
会
名
や
競
技
名

が
入
っ
た
上
部
と
下
部
を
裁
断
。「
み

ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
佐
用
町
」
の
文
字

と
、
は
ば
タ
ン
の
絵
の
部
分
を
残
し

壁
掛
け
に
仕
立
て
直
し
た
。

　

そ
し
て
五
月
二
十
一
日
に
は
、「
は

ば
タ
ン
壁
掛
け
」
を
手
に
庵
逧
典
章

佐
用
町
長
を
表
敬
訪
問
。
町
役
場
や

公
民
館
な
ど
に
掲
げ
、「
は
ば
タ
ン

に
佐
用
町
の
Ｐ
Ｒ
を
、
も
う
ひ
と
踏

ん
張
り
！
」
を
期
待
し
て
い
る
。

－中小企業と共に45年－ 

県 共 済 
兵庫県火災共済協同組合  
兵 庫 県 共 済 協 同 組 合  

神戸市中央区中山手通７丁目28番33号（県立産業会館内） 

ホームページ 
078-361-8080(代)　Fax 078-371-6757

商工会の共済事業として会員の福利厚生をお手伝いする 

は
ば
タ
ン
壁
掛
け
を
手
に

　
　
　
　
　
　

 
町
長
を
表
敬
訪
問

佐
用
町
商
工
会
女
性
部

水
田
ア
ー
ト
に
挑
戦

　
　
　
　
　

 

「
田
ん
ぼ
絵
丹
波
竜
」

山
南
町
商
工
会

▲「こども見守り隊」発足式

▲丹波竜、秋“出現”を夢見て

こども見守り隊が活躍
大河内町商工会青年部
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「
第
８
回
き
の
さ
き
温
泉
Ｙ
Ｏ
Ｓ 

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ま
つ
り
」
が
六
月
二
日

（
土
）、
豊
岡
市
城
崎
町
の
城
崎
温
泉

で
行
わ
れ
た
。
地
元
但
馬
を
は
じ
め

京
阪
神
や
島
根
、
和
歌
山
な
ど
の
県

内
外
か
ら
46
チ
ー
ム
の
踊
り
手
約

１
，２
０
０
人
が
参
加
。
色
と
り
ど

り
の
メ
ー
ク
や
衣
装
に
身
を
包
み
、

鳴
子
や
鈴
を
打
ち
鳴
ら
し
勇
壮
な
踊

り
を
披
露
。
に
ぎ
や
か
な
掛
け
声
が
、

天
候
に
恵
ま
れ
た
温
泉
街
に
響
い
た
。

　

祭
り
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

第
一
部
で
は
、
温
泉
街
を
流
れ
る
大

谿
川
沿
い
の
道
路
約
３
０
０
メ
ー
ト

ル
区
間
で
24
チ
ー
ム
が
順
に
踊
っ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
「
湯
上
が

第
８
回
き
の
さ
き
温
泉

 

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ま
つ
り

り
美
人
参
上
」
は
、
城
崎
町
商
工
会

女
性
部
（
伊
賀
花
枝
部
長
）
が
母
体

の
チ
ー
ム
で
第
一
回
目
か
ら
参
加
。

今
年
は
天
照
大
神
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

桃
色
の
衣
装
で
、
女
性
16
人
が
鈴
や

鳴
子
を
手
に
満
面
の
笑
み
で
踊
っ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
駅
通
り
及
び
城
崎

温
泉
駅
前
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
、
色
と
り
ど
り
の
衣
装
に

身
を
包
み
、
華
や
か
な
化
粧
を
し
た

踊
り
手
が
、
太
鼓
や
鈴
を
交
え
た
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
音
楽
に
合
わ
せ
息
の

合
っ
た
踊
り
を
披
露
。
地
元
中
学
生

チ
ー
ム
「
城
中
舞
闘
連
」
37
名
は
、

格
子
柄
の
法
被
「
団
七
」
を
着
て
息

の
あ
っ
た
踊
り
を
演
じ
、
ひ
と
き
わ

大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い
た
。

　

踊
り
は
夜
ま
で
続
き
、
温
泉
街
は

躍
動
す
る
踊
り
手
が
照
明
を
浴
び
て

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

城
崎
町
商
工
会
女
性
部

「
武
蔵
と
お
通
の
杵
つ
き
餅
」
発
売

佐
用
町
商
工
会
女
性
部

と
お
通
の
杵
つ
き

餅
」
は
、
道
の
駅
平

福
に
て
、
１
袋

５
０
０
g
入
り
５
０
０

円
で
販
売
し
て
い
る
。

佐
用
町
に
お
越
し
の

際
は
、
ぜ
ひ
道
の
駅

平
福
へ
。

　

佐
用
町
商
工
会
女

性
部
（
坂
本
ひ
と
み

部
長
）
で
は
、「
お

通
の
焼
も
ち
」
を
家

庭
用
に
発
売
。
ネ
ー

ミ
ン
グ
は
、
佐
用
町

で
宮
本
武
蔵
が
初
め

て
決
闘
を
行
っ
た
こ

と
に
由
来
。「
武
蔵

商工会会員のみなさまへ
2006年度上半期報告より 2006年9月末日現在

ジブラルタ生命保険株式会社

　2006年度上半期の業績は、会員のみなさまの深いご理解と幅広いご支援をい
ただき、順調な成果を上げることができました。
　今後も商工会様とのパートナーシップを尊重し、会員のみなさまから最も信頼さ
れる生命保険会社を目指してまいります。

保険料等収入

2,444億円
保有全体の保険料等の収入です。

ライフプラン･アドバイザー(営業社員)数

5,869人

基礎利益

310億円
基礎利益とは保険本業の収益力を示す指標の一つで、保険関係の収
支と利息及び配当金収入を中心とした運用関係収支からなります。

個人保険新契約高

1兆298億円
個人年金保険を含みます。

ソルベンシー･マージン比率

1,124.5％
通常の予測を超えて発生するリスクに対してどの程度「支払余力」
を有しているかを判断するための行政監督上の指標のひとつです。

格付け
Ｓ＆Ｐ社

保険財務力格付

格付けは格付会社の意見であり、保険金支払等について保証するものではありません。

継続率

94.4％
2006年9月基準の保険金ベース13月目継続率です。
（対象契約:2004年8月始期～2005年7月始期）

総資産

3兆3,826億円

AA- ムーディーズ社
保険財務格付 A1

ジブラルタ生命保険株式会社
コールセンター　0120-372269　ミナジブロック
ホームページ　http：//www.gib-life.co.jp

▲まつりのオープニングを飾った「湯上がり美人参上」

▲特設ステージでの総おどり
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